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(2)!/09:%
◉いづはまスマイル⾷堂 

令和６年８⽉24⽇（１回⽬） 
 初回のワークショップは、⼩学⽣を主な対象として実施したが、きょうだいである未就学児の参加も

多く、参加者の年齢は低めであった。前半は、⾳やリズムをボディパーカッションで真似するワークや、
好きなフルーツで即興的にジュースの歌をつくって歌うワークを⾏った。後半は、好きな楽器を選び、そ
れぞれが探した「海の⾳」を、ルーパーで重ねて⾳楽を創作した。最後に全員で『海』を歌い、演奏には
参加者の⼩学⽣がピアノで加わった。 

令和６年11⽉10⽇（２回⽬）➡P.17 モニタリング調査 
 継続して参加者の年齢が低い傾向にあったことから、今回から対象を未就学児とその保護者とし、⼩

中学⽣は「お⼿伝いスタッフ」として役割を持って参加した。楽器を使ったアイスブレイクのあと、５拍
⼦の⾳楽を使ってボディパーカッションのワークをした。ルーパーを⽤いたセッション、『紅葉』を歌う
ワークに続いて、スカーフを揺らして踊るワークを⾏った。最後は、令和４年度のワークショップで創作
した『いづはまスマイル⾷堂の歌』を演奏し、新しい参加者に紹介した。 

令和７年１⽉18⽇（３回⽬）➡P.20 モニタリング調査 
最終回のワークショップも親⼦を対象として実施した。「お⼿伝いスタッフ」の⼩中学⽣は、以前より

も⾃信を持ってワークショップに関わり、はじめての参加者をリードする様⼦が⾒られた。参加するこど
もたちも、⾃分が楽器を鳴らしていても周りの⾳をきちんと聴くことができ、回を重ねるごとに⾳楽への
関わり⽅がレベルアップしたように感じられた。 

  



 12 

◉にしのこ😊まんぷく⾷堂 
令和６年９⽉18⽇（１回⽬）➡P.24 モニタリング調査 
初回から想定以上の参加⼈数となり、物づくりへの興味の⾼さがうかがえた。材料として、⼟台となる
ヘルメット部分と、短冊形の段ボール、そして板状の段ボールが⽤意された。道具としてはグルーガンを
使⽤したが、昨年度も使っていたこともあってか、こどもたちは積極的に⼿を動かしていた。ワークショ
ップの終わりには、撮影ブースに移動し、お⾯を被った状態で井上さんが撮影を⾏った。 

令和６年10⽉16⽇（２回⽬）➡P.29 モニタリング調査  
やけどの対策として布製の⼿袋を⽤意したことで、作業中の怪我の予防に繋がった。前回から継続し

て参加しているこどもも多く、１回⽬での経験を活かして、各々が完成イメージを持って取り組むことが
できたことに加え、武器や⽻など、⼩道具づくりをするこどもたちも多かった。また、今回初めて参加し
た⼦に対して、⾃分でつくったお⾯を⾃慢したり、つくり⽅を教え合ったりするコミュニケーションもあ
った。 

なお、当⽇は５年⽣が学級閉鎖だったため、参加することができなかった。１回⽬のワークショップに
積極的に参加していたこどもの多くが５年⽣であったため、急遽、追加で11⽉13⽇にもお⾯づくりをす
ることが決まった。 

令和６年11⽉13⽇（３回⽬）※追加実施 
10⽉16⽇に学級閉鎖となった５年⽣を対象とした追加開催。結果として５年⽣以外も参加し、そのほ

とんどがリピーターで、新規の友達を誘って参加している⼦もいた。この⾷堂で開催したこれまでのワー
クショップで⼀番多い、27名の参加があった。 

令和６年11⽉20⽇（４回⽬） 
４回⽬は、これまでのワークショップで制作したお⾯を被って、閉鎖予定の団地や地域の公園で撮影

会を実施した。こどもたちの気持ちを盛り上げ、ポーズを引き出す役として、ダンサーとアフリカ⾳楽を
演奏するグループに協⼒を依頼した。 

堺市⽴⼈権ふれあいセンターに集合し、ウォーミングアップで⾝体をほぐした後、団地のデッキから最
後は公園に移動して撮影を⾏った。こどもたちはダンサーのリードや、太⿎の⾳によって、⼤きく⾃由に
表現することができ、⾷堂スタッフたちもこどもたちの新たな側⾯に出会うことができた。また、その様
⼦を通りがかった⼈達が⾒ていく様⼦も⾒られたことも、⼤きな成果だったといえる。 
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◉PROJETO CONSTRUIR KODOMOSHOKUDOU 
令和６年７⽉27⽇（１回⽬）場所：⼤阪いずみ市⺠⽣活協同組合本部 

開始時刻を過ぎても予定していた参加者が集まらず、すでに集まったメンバーで話をするところから
緩やかにワークショップが始まった。初めてワークショップに参加する⼈も含め、アーティストと久しぶ
りに「出会い直す」ワークが組まれ、⾃⼰紹介の時間を多めに取り、昨年度も⾏った拍⼿回しを⾏った。
後半は、「だるまさんがころんだ」にアレンジを加え、動物や⾷べ物になりきってポーズをしたり、声を
出さずにやってみたりしたところ、⾃由な表現やみんなで１つの空間を楽しむ雰囲気が⽣まれた。 

令和６年８⽉10⽇（２回⽬）場所：⼤阪いずみ市⺠⽣活協同組合本部 
ニックネームをコール＆レスポンスするワークから開始した。昨年の経験からか、１⼈ひとりが⽣き⽣

きと参加する様⼦が⾒られ、次に続くワークにもスムーズに移⾏することができた。２⼈ペアで取り組ん
だ「ナイフ＆フォーク」のワークでは、「はさみ」「カップとソーサー」等のお題に対して、個性的な表
現がいくつも⾒られ、徐々に⼈数を増やし、動物や場所など、さまざまなお題に挑戦した。参加した⼤⼈
たちも全⼒で楽しみ、遊ぶ様⼦が⾒られた。 

令和６年９⽉28⽇（３回⽬）場所：サンスクエア堺 ➡P.34 モニタリング調査 
 アイスブレイクとしてコール＆レスポンスを実施したあと、誰かの動きを鏡のように真似をする「ミ

ラー」のワークに取り組んだ。このワークの応⽤として、「ダイヤモンドダンス」というリーダーの真似
をしながらダンスをしていくワークに挑戦した。真似をすることで、⾃分だけでは⽣まれない表現をやっ
てみることができ、且つ、みんなでひとつの作品をつくるという団結⼒も⽣まれた。広い空間だからこそ
取り組めたワークであり、伸びやかな表現が引き出されたと思われる。 

令和６年10⽉13⽇（発表会）場所：アプラたかいし ※⾷堂主催、アーティスト・財団は⾒学 
⾷堂⾃⾝が企画した発表会が、アプラたかいし（⾼⽯市）で⾏われ、⼤熊ねこさんも観客として⾒学し

た。歌や詩、劇の発表を鑑賞する中で、ワークショップ参加者のこの２年の成⻑を⾒ることが出来た。 

令和６年10⽉19⽇（４回⽬）場所：PROJETO CONSTRUIR（⺠家）➡P.38 モニタリング調査 
最終回は、発表会を経たふりかえりの場として設定された。アーティストや財団職員で事前打ち合わ
せをする予定だったが、参加者も同じ場所に集まってきていたため、そのまま打合せに⼊ってもらうこと
となり、話をしながらなだらかにワークショップに移っていった。「おうちに泊めて」というワークで遊
んだあと、後半の時間では、これまでの事を振り返ると同時に、今後の⽬標についても話し合われた。 

 





 
 

III. モニタリング調査 
※ワークショップの各回の参加者の数は事業実績（P.10）での参加⼈数を公式な記録としているが、Ⅲ.モニタリング調査では、ワークショップ

での参加者の属性や様⼦を報告するため、記録者が確認した参加⼈数をそのまま掲載している。なお、開催当⽇の活動状況や参加⼈数の規模に
よって、記録者の⽬視でのカウントや事前申込の⼈数など確認の⽅法が異なるため、事業実績での参加⼈数と異なる箇所がある。 

15 
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1. いづはまスマイル⾷堂 
 

記録者 内⼭幸⼦ 

会場 天理教泉濱分教会２階講堂 

進⾏役・進⾏アシスタント 

進⾏役：古橋果林（⾳楽ワークショップ・リーダー/ファシリテーター） 
進⾏アシスタント：岩本未貴（ユーフォニアム）、⻄前菜々⼦（クラリネット）、藤原朱⾥（サックス）、
森千夏（ソプラノ） 

記録に関する補⾜説明 

古橋さんは令和４年度と５年度の進⾏役。⻄前さん、森さん、藤原さんは令和４年度、岩本さんは令和５年
度の進⾏アシスタント経験者。いづはまスマイル⾷堂の古藤夫妻が「せっかくこどもたちとの関係が深ま
ったので継続して来てほしい」との声を受けてリピーター参加することに。進⾏役と進⾏アシスタントも
共演に慣れてきたことから進⾏アシスタントが進⾏を担当するパートが⽣まれた。過去２年間の参加者だ
った中学⽣たちもこどもスタッフとして参加。今回も募集対象は未就学児の親⼦。 
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いづはまスマイル⾷堂 記録１回⽬：令和６年11⽉10⽇（⽇） 

時間 11:00開始〜11:50終了（計50分） 

参加者 こども 19⼈ 乳児２⼈、２歳３⼈、３歳２⼈、４歳１⼈、年少１⼈、年⻑
５⼈、⼩学１年⽣１⼈。こどもスタッフ⼩学３年⽣３⼈、⼩
学５年⽣1⼈。 

⾷堂スタッフ 2⼈ 古藤⼀彦さん、古藤喜代恵さん 

財団スタッフ 3⼈ 川﨑さん、常盤さん、半⽥さん（インターン） 

その他の参加・視察者 13⼈ 保護者10⼈（こどもと⼀緒に参加）、「⾳楽で⼈と⼈をつな
ぐワークショップスキル夏季集中講座」受講⽣3⼈（ワーク
ショップ実践の⾒学）。 

 

時刻 誰が 誰に／誰と 何を／どうした 

11:02 こどもスタッフ
全員 

参加者 １階から2階の会場へ誘導。半円に座ってもらう。 

11:05 古橋さん・進⾏
アシスタント 

参加者 アーティストたちが⼊場。⾃⼰紹介と楽器紹介を⾏う。演奏
曲は《シーサイド・ランデヴー》。 

古橋さん 参加者 参加者が古橋さんのからだの動きをまねる。⼿拍⼦のリズム
をまねる。 

古橋さん、⻄前
さん 

参加者 ５拍⼦のリズムで遊ぶ。演奏曲は《テイク・ファイブ》。 

11:20 こどもスタッフ
全員 

参加者 ５拍⼦の練習。森さんの合図「う・さ・ぎ」で参加者が⼿拍
⼦、「か・め」でこどもスタッフがハンドベルと笛を鳴らす。
演奏曲は《ミッション・インポッシブルのテーマ》。 

11:25 こどもスタッフ
全員 

参加者 こどもスタッフが参加者にエッグシェイカーまたはギロを、
ひとりに１個ずつ配る。 

古橋さん 参加者 みんなで⽴ち上がって、エッグシェーカーやギロを合図に合
わせて鳴らす・⽌めるの練習をする。こどもたちが慣れたと
ころで、古橋さんがルーパーを使ったセッションを披露した。
演奏曲は《アップタウン・ファンク》。 

11:35 Aさん、Bさん、
Cさん 

 古橋さんが「ルーパーに録⾳したい⼈！」と声をかけると、
Aさん、Bさん、Cさんの３名が挙⼿し、ギロをこする⾳を録
⾳した。Cさんは⾳出しのあと「終わった！」と⼤きな声で
宣⾔した。⾃分の⾳を録⾳した３名は、その後のルーパーセ
ッションをノリノリで踊った。 

こどもスタッフ 参加者 こどもスタッフがエッグシェーカーとギロを回収する。参加
者のこどもたちが⾃発的に回収箱に⼊れた。 
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11:40 森さん 参加者 森さんのリードで「ラ・ラ・ラ」で歌う。こどもスタッフD
さんがピアノ演奏し、古橋さんが伴奏した。演奏曲は《紅葉》。 

こどもスタッフ 参加者 こどもスタッフがスカーフをひとりに1枚ずつ配る。 

11:43 古橋さん 参加者 古橋さんの指⽰に合わせてスカーフを上下させる練習をして
から、輪になってスカーフを振りながら歩き始める。こども
スタッフもスカーフで輪に⼊る。最後は全員でスカーフを丸
めて宙に投げ、終了。演奏曲は《⾵になりたい》。 

こどもスタッフ 参加者 こどもスタッフがスカーフを回収。 

11:48 古橋さん、進⾏
アシスタント 

 《いづはまスマイル⾷堂の歌》の歌詞カードが配布され、み
んなで歌う。こどもスタッフDさんがピアノ演奏し、古橋さ
んが伴奏した。 

11:50 古橋さん 全員 終了の挨拶。 

◉事後の振り返りの記録 
アーティスト 
� 演奏家が５⼈いると演奏が充実する。また、フォロー役に回るなど、いろんな役割がこなせると思った。

進⾏アシスタントも主体的に進⾏を担ったが、スムーズに回せたと思う。ワークショップ参加者は年頃が
近かったせいか和気あいあいとして全体的によい雰囲気だった。 

� いづはまスマイル⾷堂では、いつも場の温かさを感じる。譜⾯台によって、演奏家の位置が固定されてし
まった。もっと参加者の円の内側に⼊っていく姿をこどもスタッフにも⾒せられたら、彼らももっと⼊れ
たかもしれない。 

� 演奏家側と参加者側で場所が分かれてしまったため、演奏がバックミュージック的になってしまった。継
続参加のこどもたちがあたたかい雰囲気をつくり出してくれていた。 

� 初年度はこどもたちへの接し⽅やこども⾷堂という場について考えることが多かったが、今回は⾃分に
とって⾳楽的な学びがあり、ここでしかできない⾳楽体験ができている。普段の⾳楽活動では出会えない
進⾏アシスタントたちとのアンサンブルも、よい経験になっている。 

� 進⾏の細かな部分での反省はあるが、どれも次に活かせる内容。プレイヤー同⼠のコミュニケーションが
進展すると全体にもう⼀歩進むだろう。スピーカーなど機材のセッティングで時間に追われたので、機材
を使うときはいつもより30分早めに会場⼊りする必要がある。この進⾏メンバーなら、こどもたちの反
応に応じて即興的にプログラムをアレンジしていくこともできるだろう。 

� こどもスタッフは恥ずかしがってはいたけれども、「プラスになる恥ずかしがり⽅※」だったと思う。⼩
さい⼦たちも上⼿で、簡単にする必要がなかった。聴ける演奏になっていた。 ※発⾔者の意図を解釈すると、
こどもスタッフが恥ずかしそうな表情や素振りはあったけれども、（もじもじして参加者に背中を向けてしまった前年度と⽐べて）
初対⾯の⼈と思い切って関わったり、経験したことのないことに挑んだりする姿勢を評価した発⾔だと思われる。 

こども⾷堂スタッフ 
� Gさんの保護者として参加したが、Gさんはすでに場になじんでいる。参加者はみんなワークショップに

集中していた。こどもスタッフの⼦たちはみんな知らない⼦だったが、「えらいなあ」と思った。 

財団スタッフ、⾒学者（「⾳楽で⼈と⼈をつなぐワークショップスキル夏季集中講座」受講⽣） 
� ⾳楽的なバランスがとてもよかった。 
� 保護者の⼀⼈が「演奏家のみなさんの笑顔が素敵でした」と話してくれた。ワークショップは温かい空気

ができていて、２回⽬参加すると、もっと（お互いの距離が縮まって、⾳楽としてもできることが）進み
そうだし、楽しめそう。 



 19 

� 参加者のこどもたちが強制されることなく⾃然とできていた。年⻑のこどもが⾃然と⼩さい⼦をケアし
ていた。 

� 安⼼感のある場。参加者もみんな⾳楽の⼀部になれていた。 

◉記録者による全体の所感 
初年度はこどもたちの参加のモチベーションも年齢もバラバラで、どのようにこどもたちの関⼼を⾳楽に
向けるか、苦労していた印象がある。こども⾷堂のスタッフに誘われて参加したけれど、「ワークショップっ
て何をするの？」という様⼦だった。今年度は、ワークショップの楽しみを知った馴染みの参加者が新しい参
加者を連れてくるので、モチベーションの度合いが揃ってきたようだった。また、こどもスタッフがアーティ
ストたちと並んで前に⽴って演奏することで、ワークショップの雰囲気をより親しみやすくし、幼児もワーク
に集中しやすい環境をつくっているように思う。みんなのリラックスした様⼦から、振り返りでみんなが⼝を
そろえて語ったように、「場の安⼼感・温かさ・⾳楽を中⼼にした⼀体感」がすっかり定着したと感じる。 
振り返り後、古藤喜代恵さんが記録者に「今回は⾏事が重なって不参加だったが不登校のこどもたちがい

て、⾳楽ワークショップは普段気にかけている⼦たちをこども⾷堂に誘うよい⼝実となっている。もっとこど
もたちの居場所機能を強化していきたい」と真剣な⾯持ちで語っていた。古藤さんたちが地域のこどもをよく
観察し、丁寧に声かけをしてくれることも、いづはまスマイル⾷堂でのワークショップを温かい場にしている
⼤事な要素になっている。ここでの⼈間関係に癒されるという福祉的な効果も今後望まれるのではないだろ
うか。 
昨年度と⽐較して、今年度に新たに気づいた点は以下の通り。 
� ⼊場時の進⾏役のアーティストたちによる演奏が“つかみ”となり、ワークショップの空気をリードした。

ステージと客席のような段差がなく、フラットな空間で⾳楽家による演奏の⾳に包まれる体験は迫⼒が
あり、気持ちがよい。 

� 古橋さんと過去に進⾏アシスタントを務めたアーティストたちが再び協働することになり、各パートを
代わる代わる進⾏アシスタントが担う場⾯があった。 

� ワークショップを実施している最中に、過去に参加していた親⼦が１階で昼⾷の給仕役として活躍して
いた。ワークショップをきっかけに⾷堂を訪れ、⾷堂とのさまざまな⽀え合いの関係が⽣まれている。 

� 参加者の後⽅にいた記録者からは、こどもスタッフたちが緊張しすぎているように⾒えていたが、アー
ティストたちは「プラスの恥ずかしがり⽅」と表現していた。ワークショップの輪の中にいるか外にい
るかで⾒え⽅に差が⽣まれる。 

� この⽇のワークショップは50分と短い時間だったが、場を離れたがるこどもはおらず、全員で集中して
取り組んだ。「⾳楽と出会う体験」から「⾳楽を中⼼に集まり、みんなで⾳楽を楽しむ場」への発展を感
じた。 
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いづはまスマイル⾷堂 記録２回⽬：2025年1⽉18⽇（⼟） 

時間 11:00開始〜11:50終了（計50分） 

参加者 こども 13⼈ 8組13⼈（動画で確認できた⼈数）。 

⾷堂スタッフ 1⼈ 古藤⼀彦さん 

財団スタッフ 3⼈ 川﨑さん、恒川さん、常盤さん 

その他の参加・視察者 1⼈ ⼤澤さん（本検証調査リーダー） 

 

時刻 誰が 誰に／誰と 何を／どうした 

11:03 古橋さん・進⾏
アシスタント・こ
どもスタッフ 

参加者 演奏家が部屋の全体に散らばって⼊場曲を演奏。こどもスタ
ッフは、それぞれピアノ、ファイフ、タンバリンで演奏に参
加。演奏曲はアメリカの⾳楽。 

11:05 森さん 参加者 森さんがタンバリンでリズムを取りながら、みんなで「い・
づ・は・ま」と声を出す。⾳楽に合わせて発声してみる。演
奏曲は引き続きアメリカの⾳楽。 

11:08 古橋さん 参加者 古橋さんが⾃⼰紹介し、進⾏アシスタントとこどもスタッフ、
演奏した楽器を紹介。こどもスタッフも進⾏役たちと同じよ
うにみんなから拍⼿を受ける。 

11:11 ウォーミングアップとして、⾃分のからだをこする、隣の⼈
とからだをこすり合いっこする、⾃分のからだの⼀部分を叩
く。進⾏役のまねっこをしながら⾃分のからだの⼀部を叩く。 

11:16 ⻄前さん 参加者 ⻄前さんによる『みんなで愛をつくろう！』のコーナー。「愛
って何？と考えながら演奏を聞いてみましょう」と声かけし
て演奏を聴く。演奏曲はバラード調の⾳楽。 

「愛を⾔葉で表現するのは難しいので、からだで表現してみ
ましょう」と声かけしてワークをスタート。ペアやグループ
になって握⼿する、抱き合う、全員で⼿を繋いで⼤きな円を
つくり、⾳楽に合わせてからだを揺らす。「⼤きな愛ができ
ました」と締めくくる。 

11:17 こどもスタッフ 参加者 こどもスタッフが楽器（ギロ、シェーカー）を1⼈ずつに⼿
渡していく。参加者はしばらく⾃分なりに叩いて⾳を出して
みる。 

11:19 岩本さん 参加者 岩本さんによる『楽器を演奏しよう！』のコーナー。進⾏ア
シスタントのまねっこをしながら、楽器を鳴らす回数（1・
2・3・4・5回）や⼤きく／⼩さく鳴らす練習をする。さらに
古橋さんのピアノ伴奏をつけて皆で演奏。演奏曲は《リベル
タンゴ》。 

11:27 古橋さん、進⾏
アシスタント 

参加者 進⾏アシスタントたちのソロパフォーマンスパートをみんな
で聴いたあと、全員が⽴ち上がって再び楽器を使って演奏に
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参加する。 

11:29 古橋さん、こども
スタッフ 

参加者 こどもスタッフが参加者のもとに回収箱を持っていき、楽器
を回収していく。古橋さんのピアノ演奏が流れ始める。 

11:31 古橋さん、⻄前
さん 

参加者 『歌おう！』のコーナー。まずは幕間から続く演奏をみんな
で聴く。古橋さんのピアノに、⻄前さんがサングラスとコー
トを⾝に着けた姿でクラリネットを演奏。演奏曲は《サマー
タイム》。 

11:34 岩本さん 参加者 「ダ・ダ・ダ」でみんなも演奏に合わせて歌うように岩本さ
んが誘導する。 

11:39 古橋さん 参加者 ひとり1つ好きな楽器を選んで持ってもらう。しばらくいろ
んな⾳の出し⽅を⾃分なりに味わう。古橋さんが「みんなに
⾃分の選んだ楽器の⾳を紹介してください」と⾔って、ひと
りずつ、好きな鳴らし⽅、好きなリズムで鳴らしてもらう。 

11:42 古橋さん 参加者 『みんなで宝島を演奏しよう！』のコーナー。全員で⽴ち上
がって、古橋さんのまねっこをしつつ、鳴らす・⽌めるの練
習。「室内を⾃由に⾏進しながら鳴らし、他の⼈と⽬が合っ
たらニッコリしてね」と⾔って全員で動き始める。演奏曲は
《宝島》。 

11:46 全員  全員で部屋いっぱいに動きまわりながら演奏。最後にもう⼀
度演奏メンバーとこどもスタッフを紹介して、終了。 

11:49 古橋さん、進⾏
アシスタント 

参加者 ワークショップで作詞された《いづはまスマイル⾷堂の歌》
を紹介。みんなで演奏を聴く。 

11:50 古橋 全員 終了の挨拶。 

◉記録者による全体の所感 
前回のワークショップの振り返りより、進⾏アシスタントが参加者の輪に⼊っていきやすい配置に変更さ

れた。また、こどもスタッフは演奏のサポートをする、楽器を配る・回収するという役割が明確にあって、そ
れ以外の時間は⾃然にワークショップに参加している。バンドのメンバー紹介のように、参加者親⼦に向か
って紹介されていた。⼩さいこども参加者たちは、⾃分に近い年上のこどもスタッフたちのふるまいを⾒るこ
とで、落ち着いてワークショップに参加できているのではないだろうか。成⻑の段階が様々なこどもたちの集
まりで、集中⼒の途切れている⼦も⾒られたが、全体としては終始みんなで⾳楽を楽しむ時間になっていたと
思う。進⾏アシスタント役が次々に進⾏を担うようになったことで、古橋さんがピアノ演奏する場⾯が増え、
場⾯転換も含めたワークショップの時間全体が⾳楽で演出されていた。これによって、ひとつのコンサート公
演を観たあとのような、⾳楽鑑賞の満⾜感もあったのではないだろうか。 
３年間のモニタリング調査に関わっている⽴場から、ここでこれまでの変化を今⼀度振り返っておきたい。

1年⽬（令和４年度）はまだこどもたちとの探り合いのような状況で、進⾏役やアシスタントのアーティスト
やスタッフは、安⼼・安全な場づくり、信頼関係づくりに重点が置かれていた。振り返りの時間でも、こども
たちのその⽇のコンディションやケアについて⾔及されることが多かった。２年⽬（令和５年度）は、こども
たちとの関係の基盤ができ、ワークショップでアーティストたちからこどもたちに⾳楽的なアドバイスをする
場⾯が⽬⽴つようになった。みんなで⾳楽を楽しむ場の空気や、バンドのような⼀体感が⽣まれ始めた。ま
た、こどもがワークショップへの⾃分なりの関わり⽅を探し、こどもたちが他のこどもを誘って参加するな
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ど、ワークショップ活動に主体的に関わろうとする態度が⾒られるようになった。参加者のモチベーションの
度合いが合ってきた。 

そして今年度は、これまで参加者だったこどもたちが中⼼となり、こどもスタッフとして未就学親⼦の参加
者を受け⼊れる側になった。アーティストたちと⼀緒に参加者の前に⽴って演奏に参加し、ワークショップの
雰囲気を親しみやすくし、参加者たちをやさしくリードする存在になっている。また、アーティストたちにと
っては、演奏家として、こどもたちという新たな共演者との出会いになっていると思われる。このように演奏
者と鑑賞者の垣根を交錯させながら⾳楽を創造していく試みが、鑑賞型公演に新たな観客開拓の余地を⽣み
出し、また、演奏家の育成や⾳楽の創造環境の発展に貢献していくと予感させる。 
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1. アンケート調査の概要 

(1) 調査対象 
いづはまスマイル⾷堂、にしのこまんぷく⾷堂、PROJETO CONSTRUIRの3団体で実施する「こども⾷堂に

おける芸術家派遣事業」に参加したこども、保護者。 

(2) 調査⽅法 
調査票の直接配布、直接回収。なお、3つの団体はそれぞれのワークショップを⾏い、参加や⽋席は任意で、

アンケートは参加者各⾃の「初回」の参加と「最終」の参加の際に配布・回収を⾏った。なお、1回のみの参
加の場合、前半（1回⽬または2回⽬）の参加は「初回」に分類し、後半（3回⽬〜5回⽬）の参加は「最終」
に分類した。 

(3) 調査期間 
令和6年7⽉27⽇〜令和7年1⽉18⽇ 

(4) 回収数 
113件 

(5) 回答者の構成⽐ 

こども/保護者の区別 
こども 87件（77.0%） 
保護者 26件（23.0%） 

実施施設 
いづはまスマイル⾷堂 42件（37.2%） 
にしのこまんぷく⾷堂 51件（45.1%） 
PROJETO CONSTRUIR 20件（17.7%） 

初回/最終の区別 
初回 69件（61.1%） 
最終 44件（38.9%） 

(6) 調査項⽬ 
� 性別、年齢 
� こども⾷堂に初めて参加した時期、こども⾷堂に参加した回数 
� 普段の芸術⽂化にふれる機会、こども⾷堂のお⼿伝いをした経験 
� こども⾷堂がきっかけでの会話、安⼼できる場所 
� こども⾷堂での出会い、こども⾷堂で初めて経験したこと 
� ⾃分⾃⾝について、イベントに参加して感じたこと 
  



 49 

2. 調査結果 

(1) 調査対象 
� アンケート調査は「こども」と「保護者」を対象とし

た2種類の調査票を⽤意しており、両⽅の調査票の合計
で113件の回答があった。そのうち「こども」は77.0%、
「保護者」は23.0%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 実施施設 
� 回答者が参加した会場は「にしのこまんぷく⾷堂」が

45.1%、「いづはまスマイル⾷堂」が37.2%、「PROJETO 
CONSTRUIR」が17.7%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 回答の初回/最終の区別 
� 3つの団体ではそれぞれ4回のワークショップを⾏い、

参加や⽋席は任意で、アンケートは参加者各⾃の「初
回」の参加と「最終」の参加の際に配布・回収を⾏っ
た。「初回」の回答は61.1%、「最終」の回答は38.9%と
なっている。 
  

こども
77.0%

保護者
23.0%

n=113

いづはまスマ

イル食堂
37.2%

にしのこまん

ぷく食堂
45.1%

PROJETO 
CONSTRUIR

17.7%

n=113

初回
61.1%

最終
38.9%

n=113
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(4) 性別 
� 回答者の性別は、「⼥性」が67.3%、「男性」が28.3%と

なっている。 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 年齢 
� こどもの回答者の年齢は、「10〜11歳」が35.6%、「8〜

9歳」が34.5%、「6〜7歳」「12〜13歳」「14歳以上」が
それぞれ8.0%で、8歳から11歳までの割合を合わせると
70.1%となっている。なお、年齢の平均値は10.0歳とな
っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

� 保護者の回答者の年齢は、「40代」が55.6%、「30代」が
25.0%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(6) こども⾷堂に初めて参加した時期 
� こどもの回答者に初めてこども⾷堂に参加した時期を

聞いたところ、「3年以上前から」が37.9%、「2年くらい」
が19.5%、「1年前くらい」が24.1%となっている。 
  

10代
1.0%

30代
9.0%

40代
20.0%

50代
3.0%

60代以上
2.0%

無回答
1.0%

n=36

男性
28.3%

女性
67.3%

その他
0.9%

無回答
3.5%

n=113

4～5歳
4.6%

6～7歳
8.0%

8～9歳
34.5%10～11歳

35.6%

12～13歳
8.0%

14歳以上
8.0%

無回答
1.1%

n=87

今年から
14.9%

1年前くらい
24.1%

2年前くらい
19.5%

3年以上

前から
37.9%

無回答
3.4%

n=87
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� 保護者の回答者にこども⾷堂に参加した時期を聞いた
ところ、「2024年」が38.5%、「2022年」が23.1%、「20
21年より前」と「2023年」が19.2%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7) こども⾷堂に参加した回数 
� こども⾷堂に参加した回数は、「6回以上」が54.0%、「2

〜3回」が22.1%、「4〜5回⽬」が9.7%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 

(8) 普段の芸術⽂化にふれる機会 
� 「普段、⾳楽や美術などの芸術⽂化に触れる機会があ

りますか？」と聞いたところ、「年1〜2回」と回答した
割合が38.6%、「年5回以上」が24.1%、「今⽇がはじめて」
が20.4%となっている。 

 
 
 
 
 
 

(9) こども⾷堂のお⼿伝いをした経験 
� 「こども⾷堂のお⼿伝いをしたことはありますか？」

と聞いたところ、「ない」が46.0%、「2回以上ある」が
30.1%、「1回ある」が17.7%となっている。  

  

2024年
38.5%

2023年
19.2%

2022年
23.1%

2021年

より前
19.2%

n=26

今日がはじめて
5.3%

2～3回目
22.1%

4～5回目
9.7%

6回以上
54.0%

無回答
8.8%

n=113

今日が

はじめて
20.4%

年１～２回
41.6%

年３～４回
13.3%

年５回以上
20.4%

無回答
4.4%

n=113

1回ある
17.7%

2回以上

ある
30.1%

ない
46.0%

無回答
6.2%

n=113
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(10) こども⾷堂がきっかけでの会話 
① 同じ学校の同じ学年のこども 
� こどもの回答者に「こども⾷堂がきっかけで、話すよ

うになったこどもは何⼈いますか？」という質問をし
たところ、「同じ学校の同じ学年のこども」については
「いない」が29.9%、「2〜3⼈」が19.5%、「6⼈以上」が
17.2%となっている。 

 
 
 
 
 

②同じ学校の違う学年のこども 
� 「同じ学校の違う学年のこども」については「いない」

が43.7%、「2〜3⼈」が19.5%、「6⼈以上」が16.1%とな
っている。 

 
 
 
 
 
 
 

③違う学校のこども 
� 「違う学校のこども」については「いない」が51.7%、

「2〜3⼈」が17.2%、「6⼈以上」が13.8%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④おとな 
� 「こども⾷堂がきっかけで、話すようになった⼤⼈は

何⼈いますか？」という質問をしたところ、「6⼈以上」
が27.6%、「4〜5⼈」が23.0%、「いない」が20.7%とな
っている。  

1人
12.6%

2～3人
19.5%

4～5人
16.1%6人以上

17.2%

いない
29.9%

無回答
4.6%

n=87

1人
5.7%

2～3人
19.5%

4～5人
4.6%

6人以上
16.1%

いない
43.7%

無回答
10.3%

n=87

1人
4.6%

2～3人
17.2%

4～5人
4.6%

6人以上
13.8%

いない
51.7%

無回答
8.0%

n=87

1人
3.4%

2～3人
18.4%

4～5人
23.0%6人以上

27.6%

いない
20.7%

無回答
6.9%

n=87
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⑤保護者 
� 保護者の回答者に「こども⾷堂がきっかけで、話すよ

うになった⼈は何⼈いますか？」という質問をしたと
ころ、「6⼈以上」が50.0%、「いない」が15.4%、「1⼈」
と「2〜3⼈」が11.5%となっている。 

 
 
 
 
 
 

⑥前後⽐較 
� 「こども⾷堂がきっかけで、話すようになったこどもは何⼈いますか？」という質問で、こどもの回答者

で、複数回のワークショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「同じ学校の違う学年
のこども」については「いない」とする回答が、「初回」に⽐べて「最終」が減少している。 

（回答実数） 1人 2～3人 4～5人 6人以上 いない 無回答 

同じ学校の同じ学年のこども 

(n=21) 

初回 3 5 2 6 4 1 

最終 5 1 6 5 4 0 

同じ学校の違う学年のこども 

(n=21) 

初回 1 2 2 4 8 4 

最終 1 9 0 5 6 0 

違う学校のこども (n=21) 
初回 2 4 1 3 9 2 

最終 2 4 1 2 11 1 

おとな (n=21) 
初回 0 6 4 7 3 1 

最終 1 2 6 7 4 1 

  

1人
11.5%

2～3人
11.5%

4～5人
7.7%

6人以上
50.0%

いない
15.4%

無回答
3.8%

n=26



 54 

(11) 安⼼できる場所 
①学校 
� こどもの回答者に「つぎの場所は、今のあなたにとっ

てほっとしたり、安⼼できたりする場所ですか？」と
質問したところ、「学校」については「そう思う」が5
7.5%、「どちらかといえばそう思う」が23.0%、「そう思
わない」が8.0%となっている。 

 
 
 
 
 

②⾃宅 
� 「⾃宅」については「そう思う」が77.0%、「どちらか

といえばそう思う」が12.4%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③こども⾷堂 
� 「こども⾷堂」については「そう思う」が70.8%、「ど

ちらかといえばそう思う」が23.0%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ちいき（地域にある施設） 
� 「ちいき（地域にある施設）」については「そう思う」

が53.1%、「どちらかといえばそう思う」が34.5%となっ
ている。 

  

そう思う
57.5%

どちらかとい

えばそう思う
23.0%

どちらかといえ

ば思わない
5.7%

そう思わない
8.0%

無回答
5.7%

n=87

そう思う
77.0%

どちらかとい

えばそう思う
12.4%

どちらかとい

えば思わない
3.5%

そう思わない
5.3%

無回答
1.8%

n=113

そう思う
70.8%

どちらかとい

えばそう思う
23.0%

どちらかといえば

思わない
1.8%

そう思わない
1.8%

無回答
2.7%

n=113

そう思う
53.1%

どちらかといえ

ばそう思う
34.5%

どちらかといえば

思わない
6.2%

そう思わない
3.5%

無回答
2.7%

n=113



 55 

⑤前後⽐較 
� 複数回のワークショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「学校」について、「初回」

では「そう思う」が11⼈いたが、「最終」では14⼈となっており、「こども⾷堂」について、「初回」では
「そう思う」が16⼈いたが、「最終」では18⼈となっている。 

（回答実数） そう思う 

どちらかといえば

そう思う 

どちらかといえば

思わない そう思わない 無回答 

学校 (n=21) 
初回 11 6 3 0 1 

最終 14 3 1 3 0 

家庭（自宅） (n=25) 
初回 19 4 1 1 0 

最終 18 4 1 2 0 

こども食堂 (n=25) 
初回 16 7 1 0 1 

最終 18 6 0 1 0 

ちいき（地域にある施

設） (n=25) 

初回 12 9 2 1 1 

最終 12 10 1 2 0 
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(12) こども⾷堂での出会い 
①なんでも悩みを相談できる⼈がいる 
� 「こども⾷堂で出会った⼈について、つぎのような⼈

はいますか？」という質問をしたところ、「なんでも悩
みを相談できる⼈がいる」については「そう思う」が5
1.3%、「どちらかといえばそう思う」が23.0%、「そう思
わない」が12.4%となっている。 

 
 
 
 

②困ったときは助けてくれる⼈がいる 
� 「困ったときは助けてくれる⼈がいる」については「そ

う思う」が65.5%、「どちらかといえばそう思う」が25.
7%、「どちらかといえば思わない」が3.5%となってい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③⾃分のことを正直に話せる⼈がいる 
「⾃分のことを正直に話せる⼈がいる」については「そう
思う」が53.1%、「どちらかといえばそう思う」が28.3%、「ど
ちらかといえば思わない」が6.2%となっている。 
 
 
 
 
 
 

④前後⽐較 
� 複数回のワークショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「なんでも悩みを相談でき

る⼈がいる」「困ったときは助けてくれる⼈がいる」「⾃分のことを正直に話せる⼈がいる」について、
「そう思う」とする回答が、「初回」に⽐べて「最終」が増加している。 

（回答実数） そう思う 

どちらかと

いえばそう

思う 

どちらかと

い え ば 思

わない 

そう思わな

い 無回答 

なんでも悩みを相談できる人がいる 

(n=25) 

初回 10 8 3 3 1 

最終 13 6 2 4 0 

困ったときは助けてくれる人がいる 

(n=25) 

初回 17 7 1 0 0 

最終 19 6 0 0 0 

他の人に言えない本音を話せる人

がいる (n=25) 

初回 12 6 3 3 1 

最終 14 6 1 4 0 

そう思う
53.1%

どちらかと

いえばそう

思う
28.3%

どちらかといえ

ば思わない
6.2%

そう思わ

ない
7.1%

無回答
5.3%

n=113

そう思う
51.3%

どちらか

といえば

そう思う
23.0%

どちらか

といえば

思わない
8.0%

そう思わ

ない
12.4%

無回答
5.3%

n=113

そう思う
65.5%

どちらかと

いえばそう

思う
25.7%

どちらか

といえば

思わない
3.5%

そう思わない
1.8%

無回答
3.5%

n=113
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(13) こども⾷堂で初めて経験したことはあるか 
①こども全体 
� こどもの回答者に「こども⾷堂で初めて経験したこと

はありますか？」と聞いたところ、「はい」が52.9%、
「いいえ」が33.3%となっている。⾃由記述では「⾳楽
ワークショップ」、「おめんづくり」、「⽇本語で話し始
めた」などの回答が⾒られる。 

 
 
 

②前後⽐較 
� 「こども⾷堂で初めて経験したことはありますか？」という質問で、複数回のワークショップに参加した

同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「はい」とする回答が、「初回」に⽐べて「最終」が増加してい
る。 

（回答実数）  はい いいえ 無回答 

こども食堂で初めて経験した

ことはあるか (n=21) 

初回 10 8 3 

最終 12 7 2 

  

はい
52.9%いいえ

33.3%

無回答
13.8%

n=87
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(14) ⾃分⾃⾝について 
①誰とでもすぐ仲良くなれる⽅だと思う 
� 「次のことはあなた⾃⾝にどのくらいあてはまります

か？」という質問で、「とでもすぐ仲良くなれる⽅だと
思う」については「そう思う」が40.7%、「どちらかと
いえばそう思う」が29.2%、「どちらかといえば思わな
い」が15.0%となっている。 

 
 
 
 
 

②ひとのことは信じて頼ってもよいと思う 
� 「ひとのことは信じて頼ってもよいと思う」について

は「そう思う」が38.9%、「どちらかといえばそう思う」
が32.7%、「どちらかといえば思わない」が11.5%となっ
ている。 

 
 
 
 
 
 

④前後⽐較 
� 複数回のワークショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「誰とでもすぐ仲良くなれ

る⽅だと思う」については「そう思う」とする回答が「初回」に⽐べて「最終」が減少しており、「ひと
のことは信じて頼ってよいと思う」については「そう思うとする回答が「初回」に⽐べて「最終」が増加
している。 

  

（回答実数）  そう思う 

ど ち ら か と い

えばそう思う 

ど ち ら か と い

えば思わない そう思わない 無回答 

誰とでもすぐ仲良くなれる方

だと思う (n=25) 

初回 14 6 2 2 1 

最終 10 14 0 1 0 

ひとのことは信じて頼って

もよいと思う (n=25) 

初回 10 7 4 1 3 

最終 14 6 2 3 0 

  

そう思う
38.9%

どちらかとい

えばそう思う
32.7%

どちらかといえ

ば思わない
11.5%

そう思わ

ない
8.0% 無回答

8.8%

n=113

そう思う
40.7%

どちらかとい

えばそう思う
29.2%

どちらか

といえば

思わない
15.0%

そう思わ

ない
8.0%

無回答
7.1%

n=113
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(15) イベントに参加して感じたこと 
①⾳楽・美術・演劇が⾝近になり、楽しくなった 
� 「今⽇のイベントに参加して、どんなことを感じまし

たか？」という質問で、「⾳楽・美術・演劇が⾝近にな
り、楽しくなった」は「そう思う」が63.7%、「どちら
かといえばそう思う」が22.1%となっている。 

 
 
 
 
 

②元気になったりやさしい気持ちになった 
� 「元気になったりやさしい気持ちになった」は「そう思

う」が61.9%、「どちらかといえばそう思う」が22.1%と
なっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③友だちや⾷堂の⼈となかよくなった 
� 「友だちや⾷堂の⼈となかよくなった」は「そう思う」

が70.8%、「どちらかといえばそう思う」が18.6%となっ
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑤前後⽐較 
� 複数回のワークショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「⾳楽・美術・演劇が⾝近

になり、楽しくなった」については、「そう思う」とする回答が「初回」に⽐べて「最終」が増加してい
る。 

（回答実数） そう思う 

どちらかといえ

ばそう思う 

どちらかといえ

ば思わない そう思わない 無回答 

音楽や美術が身近になり、楽

しくなった  (n=25) 

初回 16 5 1 1 2 

最終 17 5 0 3 0 

元気になったりやさしい気持

ちになった  (n=25) 

初回 16 6 1 1 1 

最終 16 8 0 0 1 

友だちや食堂の人となかよく

なった  (n=25) 

初回 19 4 0 0 2 

最終 19 6 0 0 0 

  

そう思う
63.7%

どちらか

といえば

そう思う
22.1%

どちらかと

いえば思

わない
2.7%

そう思わ

ない
3.5%

無回答
8.0%

n=113

そう思う
61.9%

どちらかとい

えばそう思う
22.1%

どちらかといえ

ば思わない
4.4%

そう思わない
3.5%

無回答
8.0%

n=113

そう思う
70.8%

どちらかとい

えばそう思う
18.6%

どちらかといえ

ば思わない
0.9%

そう思わない
1.8%

無回答
8.0%

n=113
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(16) 友だちにどの程度すすめたいか 
①全体 
� 「今⽇のようなイベントを、友だちにどの程度すすめたいと思いますか」という質問で、「0 まったくお

すすめできない」から「10 とてもおすすめできる」までの11項⽬から⼀つを選択してもらったところ、
「10 とてもおすすめできる」が51.3%、「５」が12.4%、「７」が9.7%となっている。11項⽬を数値として
平均化すると8.6点となっている。 

 
 

� 「今⽇のようなイベントを、友だちにどの程度すすめたいと思いますか」という質問で、複数回のワーク
ショップに参加した同⼀⼈物の初回と最終の回答を⽐較した。「10 とてもおすすめできる」とする回答が
「初回」に⽐べて「最終」が減少する⼀⽅で、「７」「８」「９」とする回答が「初回」に⽐べて「最終」
が増加している。11項⽬を数値として平均化すると「初回」では8.2点、「最終」では8.8点となっている。 

（回答実数）  

! 

"
#
$
%
&
'
'
(
)
*
+
, - . / 0 1 2 3 4 5 

-
! 

6
7
8
&
'
'
(
)
*
9 

無
回
答 

友だちにどの

程 度 す す め

たいか (n=25) 

初回 1 0 0 0 0 4 0 3 1 1 13 2 

最終 0 0 0 0 0 2 0 4 2 4 12 1 

 
  

0.9%

12.4%
0.9%

9.7%
7.1%
8.0%

51.3%
9.7%

0 まったくおすすめできない

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 とてもおすすめできる

無回答

n=113
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3. 調査票 

(1) 児童⽤調査票 
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(2) 保護者⽤調査票 
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	0_表紙・目次・中表紙
	4_アンケート調査.pdf
	0_表紙・目次・中表紙
	5_ヒアリング調査.pdf
	0_表紙・目次・中表紙
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

